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ケイ素に比べて著しく向上し，外挿によって予測される破断時間は 1400 0C， 300Mpaの引張り応力下，
1000 時間以上となる乙とを明らかにしている。






















1400 0C , 300MPaの引張り応力のもとでの助剤無添加窒化ケイ素の破断時間は，窒化ケイ素に関し
て乙れまで報告された乙とがない 1000 時間以上になると予測している。
(4) 助剤無添加窒化ケイ素-炭化ケイ素ウイスカー複合材料の特性を決めるウイスカーの分散性と等方性
を SEM像を使って定量化し，適量の分散剤を添加することによってウイスカーが配向せず，均等に分
散した焼結体を作製する乙とが可能となり，その破壊靭性値は母材l乙比べ約309ぢ上昇することを見出し
ている。
(5) 乙の複合材料での破壊靭性値向上の機構は，乙れまで提唱されてきた亀裂偏向モデルや架橋モデルに
よって説明することがで会ず，新しい高靭化モデルを提唱している。
(6) ウイスカー添加による高温での遅れ破壊抵抗の変化を調べたと乙ろ，ウイスカー混合時lζ導入された
不純物が遅れ破壊抵抗を母材i乙比べ若干小さくする乙とを見出し，微量の不純物の影響を重視しなけれ
ばならないことを指摘している。
以上のように，本論文は，構造用セラミック材料としての窒化ケイ素の高温強度と破壊靭性を高めるた
めの方策を含めて，セラミック材料の合成と特性評価に多くの有用な知見を与えており，セラミック材料
工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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